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収穫残渣の撤去
収穫しない野菜は適正に処理し、
また果樹は全量収穫するか、採
らない放任果樹は伐採処理する
などしっかり管理し、イノシシに
餌を与えな
いようにし
ましょう。

野
生
動
物
に
よ
る
被
害
の
現
状

　
市
で
は
、
平
成
21
年
度
か
ら
イ
ノ
シ
シ

に
よ
る
農
作
物
被
害
が
発
生
し
始
め
、
平

成
24
年
度
に
は
被
害
額
が
9
9
8
万
円

と
な
り
ま
し
た
。

　
農
作
物
被
害
を
防
止
す
る
た
め
、
電
気

柵
な
ど
の
侵
入
防
止
柵
の
整
備
に
よ
る
被

害
防
除
を
推
進
し
て
い
ま
す
。
そ
の
結

果
、
農
作
物
を
目
当
て
に
来
た
イ
ノ
シ
シ

が
数
多
く
捕
獲
さ
れ
て
い
ま
す
。
平
成
25

年
度
以
降
は
、
農
作
物
被
害
は
年
々
減
少

し
て
、
平
成
27
年
度
以
降
は
、
ピ
ー
ク
時

の
2
割
程
度
に
落
ち
着
い
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
農
作
物
被
害
が
減
少
し
て
い

る
一
方
で
、
道
路
が
石
や
泥
で
塞
が
れ
た

り
、
た
め
池
の
法
面
が
掘
り
起
こ
さ
れ
た

り
す
る
な
ど
、
施
設
の
被
害
が
発
生
し
て

い
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
近
年
で
は
市
街
地
周
辺
ま
で

野
生
動
物
が
出
没
す
る
と
い
う
新
た
な
問

題
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

　
今
年
の
6
月
に
は
、
交
通
事
故
に
よ
り

負
傷
し
た
イ
ノ
シ
シ
が
付
近
の
住
宅
敷
地

に
侵
入
す
る
と
い
う
こ
と
が
あ
り
ま
し

た
。
負
傷
し
た
野
生
動
物
は
自
己
防
衛
で

人
を
襲
う
危
険
性
が
高
い
た
め
、
警
察
の

立
ち
会
い
の
も
と
、
処
分
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
旧
灘
浦
中
学
校
敷
地
内
へ
の
侵

入
も
確
認
さ
れ
、
生
活
圏
内
に
出
没
す
る

こ
と
に
よ
り
、
人
に
お
よ
ぶ
危
害
が
懸
念

さ
れ
て
い
ま
す
。

　
今
年
の
8
月
に
は
宇
波
地
内
の
能
越
自

動
車
道
で
乗
用
車
が
イ
ノ
シ
シ
と
衝
突
し

て
、
車
は
大
破
し
て
炎
上
し
、
運
転
し
て

い
た
男
性
が
軽
い
け
が
を
す
る
と
い
っ
た

事
故
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

被
害
防
止
の
た
め
に

　
市
で
は
こ
れ
ま
で
、
集
落
環
境
整
備
、

被
害
防
除
、
捕
獲
の
三
本
柱
で
対
策
を
進

め
て
き
ま
し
た
。

集
落
環
境
整
備

　
知
ら
な
い
う
ち
に
野
生
動
物
の
餌
と

な
っ
て
い
る
放
任
果
樹
や
農
作
物
の
収
穫

残
渣
を
撤
去
す
る
こ
と
、
野
生
動
物
の
隠

れ
家
と
な
っ
て
い
る
耕
作
放
棄
地
や
薮
な

ど
の
刈
り
払
い
を
行
う
な
ど
、
人
の
生
活

圏
内
に
寄
り
付
か
な
い
環
境
を
つ
く
っ
て

い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

被
害
防
除

　
餌
と
な
る
農
作
物
を
求
め
て
く
る
イ
ノ

シ
シ
の
侵
入
を
防
止
す
る
た
め
に
、
電
気

柵
や
ワ
イ
ヤ
ー
メ
ッ
シ
ュ
柵
を
設
置
し
、

被
害
に
あ
わ
な
い
よ
う
に
し
ま
す
。

捕
獲

　
集
落
周
辺
に
現
れ
る
有
害
鳥
獣
を
捕
獲

檻
を
使
っ
て
捕
獲
し
ま
す
。

野
生
動
物
被
害
防
止
対
策
連
携
会
議

　
市
で
は
、
8
月
9
日
、
生
活
環
境
被
害

の
軽
減
や
人
身
被
害
の
防
止
を
図
る
た

め
、
情
報
の
共
有
と
関
係
部
署
の
連
携
強

化
を
目
的
に
野
生
動
物
被
害
防
止
対
策
連

携
会
議
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
会
議
で
は
、
こ
れ
ま
で
の
対
策
や
現

状
、
課
題
を
ふ
ま
え
、
そ
れ
ぞ
れ
所
管
す

る
部
署
に
お
い
て
総
合
的
に
対
策
に
取
り

組
む
こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。

対
策
を
地
域
ぐ
る
み
で

　
野
生
動
物
被
害
防
止
対
策
は
、
市
だ

け
で
な
く
県
な
ど
の
関
係
機
関
、
地
区
住

民
の
皆
さ
ん
、
そ
れ
ぞ
れ
が
他
人
事
で
な

く
自
分
事
と
し
、
正
し
い
情
報
に
基
づ
き

連
携
し
た
対
策
を
講
じ
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。
ま
た
、
地
域
ぐ
る
み
で
対
策
に
取
り

組
む
こ
と
で
、よ
り
効
果
が
高
ま
り
ま
す
。

　
野
生
動
物
に
関
心
を
持
ち
、
野
生
動
物

と
の
「
共
生
」
を
考
え
、
自
然
豊
か
な
土

地
と
安
心
・
安
全
な
暮
ら
し
を
皆
さ
ん
で

守
っ
て
い
き
ま
し
ょ

う
。

野
生
動
物
が

身
近
に
せ
ま
っ
て
い
ま
す

　
イ
ノ
シ
シ
が
住
宅
地
付
近
で
目
撃
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
農
作
物
の
被
害
だ
け
で

な
く
、
人
身
被
害
の
発
生
が
懸
念
さ
れ
る
な
ど
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
安
心
・
安
全
な

生
活
を
脅
か
す
状
況
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
、
イ
ノ
シ
シ
を
は
じ
め
野
生
動
物
の
出
没
の
ピ
ー
ク
を
迎
え
ま
す
。
市

民
一
人
ひ
と
り
が
自
分
で
行
う
こ
と
が
で
き
る
対
策
を
講
じ
る
と
と
も
に
、
遭
遇
し

た
と
き
の
対
応
を
念
頭
に
入
れ
、
日
頃
か
ら
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。
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農作物被害金額は減少。しかし、市民生活への危険が及ぶことに。

旧灘浦中学校敷地内への侵入 民家の近くで二番穂を食べるイノシシ イノシシによる農作物被害金額の推移

イノシシの生態【
問
合
せ
】

　
農
林
畜
産
課　
☎
74
―

８
０
８
６

野生動物にご注意ください

もしも野生動物に遭遇したら

車の運転に注意しましょう！
　イノシシなど野生動物が突然道路に飛び
出し、車と衝突する事故が発生しています。
　制限速度を守り、安全運転を心掛けてく
ださい。

生ごみの放置はやめましょう！
　家庭から出た生ごみはイノシシやクマに
とってはとてもうれしい餌です。道路など
に放置しないようにしましょう。

クマ・イノシシに出会ったら
①刺激を与えない
②�目を離さずゆっくりと後ずさり
出会わないように
①�鈴をつけるなど音で人間の存在を知らせる
②�懐中電灯など、光で人間の存在を知らせる
③�活発に行動する朝夕は山中に入らない
④�山に入る場合は、複数人で行動する

鳥獣被害についてご相談ください

引き続きイノシシ対策をお願いします（集落環境管理）
住処、隠れ場の除去
耕作放棄地の草刈りや竹
林の整備をして、イノシシ
の住処や隠れ場をなくしま
しょう。

水稲二番穂（ヒコバエ）対策
イノシシは水稲二番穂を食べ
ると、本来越冬できない個体
まで越冬できることとなり、
その結果個体数の増加に拍車
がかかります。その対策とし
て、秋耕したり、11月下旬
頃まで電気柵を設置したりす
ることが大切です。

林道の崩壊
　イノシシによる林道の法
面が崩壊などし、二次災害
を起こす恐れがある場合、
応急的な対応を支援します。
【問合せ】
　建設課　☎30－7011

集落環境整備
　野生動物の餌となる放任
果樹の伐採など、地域ぐる
みで対策に取り組まれる場
合、支援します。
【問合せ】
　農林畜産課　☎74－8086

活動時間	 昼夜問わず行動
	 �（夜間に餌を求めて行動す

ることが多い）
行動域	 1～2㎢
食べ物	 雑食性
	 　春　タケノコ
	 　夏　草本新芽
	 　秋　イネ・ハトムギ
	 　冬　塊茎・タケノコ

特徴
・時速40㎞以上の速さで走る
・助走なしで1ｍ以上の跳躍力
・�地面から 20㎝のすき間があればくぐり
抜けようとする
・犬並みの非常に鋭い嗅覚をもつ
・海や湖を泳ぐことができる
・学習能力が高い
・�子育ては年1回（1回で4～5頭を出産）
・�野生での寿命は 5～ 10年といわれてい
る（ただし、生息環境により変化する）
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恵
ま
れ
た
風
土
が
豊
か
な
食
文
化
を
育

ん
で
き
た
氷
見
。
そ
ん
な
氷
見
な
ら
で
は

の
食
の
楽
し
み
方
を
堪
能
で
き
る
イ
ベ
ン

ト
「
ひ
み
食
彩
ま
つ
り
」
を
開
催
し
ま
す
。

　
氷
見
牛
串
焼
き
や
氷
見
寿
司
な
ど
の
グ

ル
メ
を
は
じ
め
、
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
や

Ｖ
Ｒ
（
バ
ー
チ
ャ
ル
・
リ
ア
リ
テ
ィ
、
仮
想
現

実
）
体
験
コ
ー
ナ
ー
な
ど
、
イ
ベ
ン
ト
盛

り
だ
く
さ
ん
！
ぜ
ひ
ご
家
族
や
ご
友
人
と

お
越
し
く
だ
さ
い
。

日
時　
10
月
29
日
㈰

　
　
　
午
前
9
時
～
午
後
3
時

場
所　
氷
見
市
漁
業
文
化
交
流

　
　
　
セ
ン
タ
ー
（
旧
魚
々
座
）

　
　
　
周
辺

駐
車
場　
比
美
乃
江
公
園

　
　
　
　
氷
見
漁
港

（
臨
時
）	

い
き
い
き
元
気
館

　
　
　
　
旧
氷
見
市
役
所
跡
地

　
　
　
　
旧
氷
見
市
民
病
院
跡
地

内
　
容

⃝

ス
ペ
シ
ャ
ル
ゲ
ス
ト

　

�

Ｔ
Ｖ
番
組
な
ど
で
お
馴
染
み
の
有

名
タ
レ
ン
ト
が
ゲ
ス
ト
で
来
場
し

ま
す
。

？
「近日中に公開！」

※�

内
容
は
9
月
11
日
時
点
の
も
の
で
す
。
変
更

と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
が
、
ご
了
承
く
だ

さ
い
。
詳
細
は
決
ま
り
次
第
、
氷
見
市
観
光

ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
「
き
と
き
と
ひ
み
ど
っ
と

こ
む
」
に
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

【
問
合
せ
】

　
ひ
み
食
彩
ま
つ
り
実
行
委
員
会

　
（
事
務
局　
観
光
交
流
・
女
性
応
援
課
内
）

　
☎
74
―

8
1
0
6

　
今
年
で
3
回
目
と
な
る
「
海
の

ま
ち
・
魚
の
ま
ち 

氷
見
」
を
楽

し
む
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
「
ト

ト
タ
ベ
ロ
ー
ネ
氷
見
」
を
10
月
に

開
催
し
ま
す
！

期
間　
10
月
15
日
㈰
～
29
日
㈰

場
所　

�

氷
見
市
漁
業
文
化
交
流
セ

ン
タ
ー
（
旧
魚
々
座
）

　
　
　
ひ
み
番
屋
街　
ほ
か

主
催　

�

ト
ト
タ
ベ
ロ
ー
ネ
氷
見
実
行
委
員
会

共
催　

�

日
本
財
団 

海
と
日
本
P
R
O
J
E
C
T

ノ
ッ
テ
ミ
ヨ
ー
ネ

　
ク
ル
ー
ジ
ン
グ
船
に
乗
っ
て
氷

見
の
海
に
繰
り
出
そ
う
！

※�

天
候
な
ど
に
よ
り
運
休
、
変
更
の
場
合

が
あ
り
ま
す
。

乗�

船
場
所　
氷
見
市
漁
業
文
化
交

流
セ
ン
タ
ー
横

ツ
ク
ロ
ー
ネ

　
か
ま
ぼ
こ
に
自
由
に
絵
付
け

を
し
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
細
工
か

ま
ぼ
こ
を
作
ろ
う
！

場
所　

�

氷
見
市
漁
業
文
化
交
流

セ
ン
タ
ー
（
予
定
）

マ
ワ
ロ
ー
ネ

　
ひ
み
番
屋
街
な
ど
を
ま
わ
っ

て
ス
タ
ン
プ
を
押
し
、
オ
リ
ジ

ナ
ル
の
ト
ー
ト
バ
ッ
グ
を
作
ろ

う
！

場
所　

�

ひ
み
番
屋
街
ほ
か

　
こ
の
他
に
も
「
タ
ベ
ロ
ー
ネ
」
や
「
マ
ナ
ボ
ー
ネ
」
な
ど
、
さ

ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
を
実
施
す
る
予
定
で
す
。
詳
細
（
時
間
、
申

込
み
、
内
容
の
変
更
な
ど
）
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
「
ト
ト
タ
ベ

ロ
ー
ネ
」
を
検
索
し
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

【
問
合
せ
】

　
観
光
交
流
・
女
性
応
援
課　
☎
74
―

8
1
0
6

　

�

ト
ト
タ
ベ
ロ
ー
ネ
氷
見
実
行
委
員
会
事
務
局
（
北
日
本
新
聞
高
岡

支
社
内
）　
☎
22
―

2
2
2
4

日
時　
10
月
15
日
㈰

　
　
　
午
後
1
時
～
5
時

場
所　
氷
見
市
漁
業
文
化
交
流
セ
ン
タ
ー

内
容　

・「
サ
ト
ウ
く
ん
」

　
ロ
ケ
地　
三
重
県
菰
野
町

・「
恋
網
」

　
ロ
ケ
地　
氷
見
市

【
問
合
せ
】

　
（
一
社
）
氷
見
市
観
光
協
会

　
☎
74
―

5
2
5
0

ト
ト
タ
ベ
ロ
ー
ネ
氷
見

ひ
み
食

し

ょ

く

彩
さ

い

ま
つ
り

⃝

特
別
メ
ニ
ュ
ー

最
高
級
の
黒
毛
和
牛
の
色
々
な

部
位
を
使
っ
た
氷
見
牛
串
焼
き

�

1
0
0
0
本

氷
見
の
名
店
寿
司
職
人
が
握
る

限
定
寿
司�

1
0
0
0
人
前

氷
見
牛
握
り
寿
司�

1
0
0
0
人
前

氷
見
名
物
大
漁
鍋�

1
0
0
0
食

氷
見
産
イ
ノ
シ
シ
を
使
っ
た

ジ
ビ
エ
料
理

⃝

食
の
エ
リ
ア

干
物
の
炭
火
焼
き
コ
ー
ナ
ー
、
氷

見
産
新
米
お
に
ぎ
り
、
氷
見
カ

レ
ー
、
う
ど
ん
、
ラ
ー
メ
ン
な
ど

⃝

特
産
品
エ
リ
ア

氷
見
の
野
菜
や
果
物
、
一
夜
干
し
や

み
り
ん
干
し
な
ど
の
水
産
加
工
品
な
ど

特
別
参
加
で
姉
妹
都
市
・
静
岡
県

島
田
市
か
ら
の
お
茶
の
販
売

⃝

ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト

白
井
貴
子
の
ス
ペ
シ
ャ
ル
ラ
イ
ブ
の
ほ

か
、
上
庄
保
育
園
児
の
獅
子
舞
、
み

ど
り
保
育
園
児
の
花
笠
音
頭
、
Ｊ
Ａ

女
性
部
の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
な
ど

⃝

関
連
イ
ベ
ン
ト

氷
見
つ
ま
み
食
い
ク
ー
ポ
ン
の
販
売

Ｖ
Ｒ
体
験
コ
ー
ナ
ー
で
仮
想
現
実

世
界
を
楽
し
も
う
！

一
般
社
団
法
人
氷
見
市
観
光
協
会

創
立
50
周
年 

共
催
事
業

第
5
回

氷
見
絆
国
際
映
画
祭
を

�

開
催
し
ま
す
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